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令和5年度 文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進事業

「空白地域解消推進セミナー」

企業と連携した日本語教室の立ち上げ事例

苅田町住民課人権男女共同参画室多文化共生推進員 マクドナルド晶子

福岡県・地域日本語教育コーディネーター 深江 新太郎

資料５

苅田町の概要

苅田北九州空港ＩＣ

北九州空港北九州市

苅田本港
苅田南港

苅田町人口：37,741人
外国人住民数：1,331人
外国人住民の人口割合：3.53％

産業：自動車産業を中心とした製造業
ものづくりの町

JR苅田駅

（令和5年8月末現在）

資料５
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外国人住民数の推移（各年12月末現在、令和5年8月末現在）
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平成29年中 町村の部「最も外国人が増加した町」
（平成29年1月～12月）

苅田町の概要

苅田町人口

36,185 36,170 36,150 36,286 36,902 37,334 37,609 37,404 37,401 37,361 37,716 37,741

外国人住民数 外国人住民の割合資料５

在留資格推移
H29

12月末

H30
12月末

R１
12月末

R２
12月末

R３
12月末

R４
12月末

R5
8月末

技能実習 736 829 654 458 277 267 347

特定技能 6 41 52 103 132

技術・人文・国際 100 114 110 96 66 92 119

特定活動 1 4 5 66 79 137 213

永住者 50 60 61 75 87 105 105

留学 111 115 124 94 65 75 43

家族滞在 34 34 48 29 25 44 63

その他
(特別永住者等)

302 288 285 284 277 287 309

合計 1334 1444 1293 1143 928 1110 1331

国籍別外国人住民数（令和5年8月末現在）

苅田町の概要

在留資格別外国人住民数の推移
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急増する外国人労働者と地域の課題

地域住民から寄せられる多くの声

交通
マナー

騒 音

言葉が
通じない

グラウンド
の無断使用

ゴミの
分別

【平成29年～】急増する外国人住民

【令和3年4月～】

苅田町多文化共生推進プラン策定に向けての取り組みを開始
【令和3年4月】

多文化共生推進員及び「苅田町外国人ワンストップ相談窓口」を設置
【令和3年8月～10月】

外国人住民と地域住民へ多文化共生意識調査を実施
・外国人住民→「日本人と親しくなりたい」

「地域の活動に参加したい」
「日本語ができなくて困ることが多い」

・地域住民→「地域のルールやマナーなど、わからない
ことがあれば質問してほしい」
「日本語を話せるようになってほしい」

見えない
外国人住民の現状

顔の見える関係を
作りたい

資料５

【令和3年11月】

文化庁「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」を活用した「福岡県日本語教育環境整備事業」へ応募

地域日本語教育コーディネーターと共に「交流型」と「就労者向け」２つの日本語教室の立ち上げへ

「就労者向けの日本語教室」開設のきっかけ

・気軽に交流できる機会や場を提供する

・外国人従業員受入企業と連携し、情報の共有や課題の解決に取り組む

意識調査の結果を踏まえた
地域の課題解決への

First Step

外国人従業員受入企業へのヒアリングを実施

外国人従業員の孤立化

日本人従業員とのコミュニケーションをあきらめている現状

企業単独で日本語教育を行うのは困難

今後も外国人労働者に頼らざるを得ないという現状

外国人従業員のコミュニケーション能力の向上及び就業・生活面での地域定着を目的とした
日本語教室を企業と連携して作ろう

資料５
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「就労者向けの日本語教室」事業実施体制

相 談

助 言

指 導

一部の
費用を負担

令和３年１１月～令和５年３月 福岡県「日本語教育環境整備事業」により実施
令和５年度 福岡県「日本語教育環境整備のための地域日本語教育コーディネーター派遣事業」に応募

福岡県
国際政策課

地域日本語教育
コーディネーター

外国人従業員
受入企業

苅田町住民課
人権男女共同参画室

連 携

資料５

交流型日本語教室

苅田町の日本語教育

日本人
パートナー

外国人住民

〇参加費無料、毎週火曜日19時～20時30分
〇学習者・地域の人・町が協働で作っていく
〇生活に密着した場面でより自分らしい
暮らしを送るための日本語を学ぶ
〇第３の居場所づくり

２本柱の日本語教室

苅田町人権男女共同参画室
多文化共生推進員を中心に運営

就労者向けの日本語教室

費用負担

〇外国人従業員受入企業との連携
〇講師は有資格者
〇対象は技能実習生
〇地域生活に必要な日本語のみでなく、
職場での課題解決に向けた日本語の学習

技能実習生
の参加

技能実習生
を受入れる
複数の企業

対等な関係

地域日本語教育コーディネーター

助言

企業・町が
費用を分担

町の予算

資料５
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「就労者向けの日本語教室」開講までの道のり

令
和
５
年
７
月
９
日

開
講
！

第1回準備会議

ニーズ調査

「交流型日本語
教室」開講

多文化共生推進員がメールや電話も含む話し合いを続け信頼関係を構築

・４企業と準備会の開催

・費用、開催日時、

学習形態、対象者など

が課題に

・企業側担当者の温度差

・外国人従業員在籍企業

の約９割が「参加させ

たい」と回答

・勤務実態の違いなどの

課題が浮き彫りに

・「就労者向けの日本語

教室」は費用負担の面

で合意形成に時間を要

する

・「交流型日本語教室」

をまず開講し日本語教

室について広く理解を

得る

日本人従業員
向け講座

・外国人従業員との

コミュニケーション

がテーマ

・地域日本語教育コー

ディネーターが担当

第2回準備会議

・意見交換会や企業訪問

を重ねたことで、企業

側担当者の意識に変化

・企業と町が連携した日

本語教室の開講が決定

資料５

日本語学習をすでに行っていて、「日本語教育の参照枠」A2レベルの能力があり、日本語学習に意欲のある技能実習生

日本語学習：１５回、実践学習：３回、成果発表会＋準備：２回 合計２０回

日本語学習：オンライン授業、実践学習：対面授業

日本語学習：有資格の日本語講師、実践学習：苅田町多文化共生推進員

令和５年７月９日～令和５年１１月２６日

受講料を企業と苅田町で負担

対象

授業数

費用

期間

講師

授業
形式

「就労者向けの日本語教室」概要

目的：地域社会や職場の中で孤立することなく安心して暮らすために、また職場や地域生活における
コミュニケーション課題の解決に必要な日本語能力を身に付ける。
「日本語教育の参照枠」B1レベルの習得を目指す。

資料５
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「就労者向けの日本語教室」シラバス（予定）

内 容

第１回 日本語学習：生活のための日常会話①

第２回 日本語学習：基本的な就労マナー①

第３回 日本語学習：生活のための日常会話②

第４回 日本語学習：基本的な就労マナー②

第５回 実践学習①：防災訓練・救命講習

第６回 日本語学習：生活のための日常会話③

第７回 日本語学習：基本的な就労マナー③

第８回 日本語学習：生活のための日常会話④

第９回 日本語学習：基本的な就労マナー④

第１０回 実践学習②：「苅田町を知ろう」
バスで苅田町をグルッと一周。公共施設の
利用方法も学ぼう

内 容

第１１回 日本語学習：生活のための日常会話⑤

第１２回 日本語学習：基本的な就労マナー⑤

第１３回 日本語学習：生活のための日常会話⑥

第１４回 日本語学習：基本的な就労マナー⑥

第１５回 実践学習③：地域住民との交流

第１６回 日本語学習：生活のための日常会話⑦

第１７回 日本語学習：基本的な就労マナー⑦

第１８回 日本語学習：生活のための日常会話⑧

第１９回 成果発表会準備

第２０回 成果発表会・修了式

使用教材：
『つながるひろがるにほんごでのくらし』（文化庁）
『しごとのにほんご Easy Japanese for Work』（NHK）

資料５

「就労者向けの日本語教室」実例

第8回（2023年9月3日）
使用教材：『つながるひろがるにほんごでのくらし』

レベル２－７「イベントに行ってみよう」
シーン2「なにかあたらしいことやりたいです」

1 2
3

4 5 6

資料５
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成果と課題

成果

来年度に向けての課題

・外国人従業員受入企業の更なる把握と周知

・対象→現在、技能実習生。今後も技能実習生に限定するのか

・内容・レベル・クラス数等→各企業のニーズにどう答えていくか

・外国人従業員受入企業と信頼関係を構築し、連携が生まれた

・モデルとなる教室ができた

資料５

〇外国人住民に対する情報提供、啓発普及に関すること

〇外国人住民のための日本語教室の運営に関すること

〇外国人住民と日本人住民との交流の場の創出に関すること

〇その他多文化共生の推進に関すること

相 談

今後の展開

（仮）苅田町多文化共生推進協議会の設置

目的：苅田町における多文化共生社会の実現のため、日本語教室の運営を軸に、外国人住民に対して日本の生活に
関する情報提供や啓発普及、外国人住民と日本人住民の積極的な交流の場、外国人住民が日本語教育を
受ける場を継続的、安定的に提供していく

事務局
住民課人権男女共同参画室

関係課 関係課

福岡県国際政策課
地域日本語教育
コーディネーター

助 言
指 導

外国人従業員
受入企業

イメージ図

地域代表

町民代表

教育機関
保育機関

資料５
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ご清聴ありがとうございました

苅田町 豊玉姫

資料５


